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（所属部局） （職名） （氏 名）

附屈図盟館 准教授 古賀崇

教育学研究科 教授 川崎良孝

薬学研究科 教授 金子周司

梢報学研究科 教授 黒橋禎夫

（授業のテーマと目的）

（群） AB群
（単位数） 2単位
（開講期）後期

（週コマ数） 1コマ
（授業形態）購義

（対象回生）全lりl生
（対象学生）全学向
（曜時限）月2

論文・レポートを掛くための文献・梢報収集、卒業論文作成のための文献調査等に
必要な情報活用技術を派習によって習得しながら、図粛館梢報学、梢報探索0)概要を
学ぶ。

（授業計画と内容）
専門分野の異なる教員陣による講義と、梱習をリレー形式でおこないます。
以下のタイトルについて授業を進める予定です。

1．図書館梢報、および図古館の種類とその機能
2．学1／il・研究・文献・研報
3．分類の一般概念と分類理論
4. l;J録梢報とその利川法
5．参考資料の種々とその利川
6.インターネット梢報およびデータベースとその活用法
7．総合梱習

（成績評価の方法）
派習ごとに課閻を設定し、レボートを提出してもらい、総合的に評価します。

（コメント）
これから大学で様々な事項を学ぶにあたり、図因館および図礼｝館資料（梢報）の活きた
利用法、調べ方の実際を知り、スキルアップに役立ててください。
初回の授業には必ず出席してください。
服修希望者が120名を超える場合には受講人数を制限することがあります。

（カテゴリ） III類科日

（カテゴリ） Ill類科目

凋修要件）
学術梢報メディアセンターの IDを取得していること。パソコンの拮本的操作ができ
ること（日本語人力ができる・文；l｝作成ソフト／テキストエディタが使用できる・レ
ポートをメールの添付ファイルで送信できるなど）。

（教科書）
使JIlしない
（参考書等）
「大学生と『情報の活用』」を参照のこと。
（学内限定公開： http:I/edb.kulib.kyoto-U.ac.jp/jtindex:html) 

（関連URL)
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/modules/support/index.php?content虫_id=3


